
問題 8 物理数学 (100点 )

以下の問い (間 1～間4)に答えよ。解答用紙には計算の途中経過も書くこと。

間l ιを虚数単位とするとき,z2_iz_1=0を満たす複素数 zを極形式で表わせ。た

だし,zの偏角 θの値の範囲を 0≦ θ<2π とする。

間2 正の整数 れに対して,o,た)成分 %た が

%た =I: :+た
=2η +1)

3+た ≠2η +1)

で表わされる 2η ×2ηイラ J(2η次の正方行列)

を定義する。設問 (1),設問 (2)に答えよ。

(Oη =1のとき,川ま 2× 2行列で ス=CDで ある。4の固節 を求めよ。

(2)2■ ×2η行列 4の固有値を求めよ。

問3 i′ ブ′たを χ,ソ′z方向の単位ベクトルとする3次元直交座標系 (χ,y,Z)において,ι を

パラメタとして曲線 εを r(ι)=χ (ι )ι +y(ι )ブ +Z(ι)たで表わす。χ(ι )′
y(ι),Z(ι )は

実関数で,以下の連立微分方程式にしたがう。設問 (1),設問 (2)に答えよ。

雫 =4χ (ι)+y(ι)      (1)

ビ考1:2==-2χ (ι)+2y(ι )     (2)

g``:2圭 ―Z(ι)              (3)

(1)r=j―プ+たで表わされる点が曲線 ε上にあるとき,この点における曲線 εの

接線ベクトルを求めよ。

(2)条件 χ(0)=1,y(0)=-1の もとで,式(1)と 式(2)で構成されるような χ(ι)と

y(ι)に関する連立微分方程式を解け。 .

間4 次の周期 2πの関数 ノ(χ)をフーリエ級数で表わせ。

f(χ)=―χ (―π<χ <π )
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